
１
月

日

松
江
警
察
署
に
お
い
て
、
ま
る
な

か
建
設
株
式
会
社
に
よ
る
安
全
運
転
誓
約
書
の
提
出

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

提
出
式
で
は
、
同
社
運
転
者
協
会
会
長
が｢

社
員

一
人
ひ
と
り
が
、
心
新
た
に
今
年
一
年
交
通
事
故
ゼ

ロ
・
交
通
違
反
ゼ
ロ
を
め
ざ
し
て
交
通
安
全
を
決
意

し
、
安
全
運
転
を
実
践
し

ま
す
」
と
決
意
表
明
を
読

み
上
げ
た
後
、
全
社
員

名
分
の
安
全
運
転
誓
約
書

を
松
江
警
察
署
長
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

ま
る
な
か
建
設
株
式
会

社
の
安
全
運
転
誓
約
書
提

出
は
今
回
で

回
目
と
な

り
ま
す
。

ま
た
、
同
社
に
は
前
回

に
引
き
続
き
「
松
江
キ
ラ

リ
し
じ
み
推
進
隊
」
が
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

月号
↑

島根県警ＨＰ
掲 載 中

令和７年１月末現在（速報値）※（ ）は前年比

２
運転者は｢しっかり･じっくり･みて運転」
歩行者は｢しっかり･じっくり･みて横断」

反射材や早めのライト点灯で

｢しっかり･じぶんを･みせる｣

発生件数 死者数 負傷者数

島根県内 58（-9）件 3（+1）人 66（-8）人

松江市内
（高速道路を除く）

20（±0）件 1（±0）人 24（+4）人

ま
る
な
か
建
設
株
式
会
社
に
よ
る

安
全
運
転
誓
約
書
の
提
出

地域住民の反射材着用率や交通安全意識
を高めることを目的として、若い世代から
高齢者までの幅広い世代及び団体等に委嘱
しています。

松江キラリしじみ推進隊に委嘱した各団
体は、徒歩・自転車で通勤・通学する社員
や生徒に反射材着用を徹底させるなど、会
社や学校全体を挙げて反射材活用推進に関

する様々な取組みを行っています。

その取組みを見た他の地域住民

の方も反射材を身に付けるように

なって、キラリの輪がどんどん広

がっていくといいね☆

反射材着用推進リーダーです！

新
し
い
年
を
迎
え
一
ヶ
月
経
ち
ま
し
た
が
・
・
・

本
年
に
入
り
松
江
市
内
で
発
生
し
た
飲
酒
運
転
の
な
か
に
は
、

運
転
手
単
独
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
飲
酒
運
転
車
両
に
同

乗
者
が
い
た
も
の
も
あ
り
ま
す
。

酒
を
飲
ん
で
車
を
運
転
す
る
行
為
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
運
転

者
に
酒
や
車
を
提
供
す
る
行
為
、
飲
酒
運
転
車
両
に
同
乗
す
る
行

為
も
処
罰
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

飲
酒
運
転
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
た
め
に

・
運
転
代
行
や
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る

・
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
（
飲
酒
を
し
な
い
運
転
役
）
を
決
め
る

・
翌
日
運
転
の
予
定
が
あ
れ
ば
、
飲
酒
量
や
時
間
を
考
慮
す
る

な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
の
準
備
・
計
画
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

松

江

警

察

署

管

内

１
月

日

松
江
市
内
に
お
い
て
、
松
江
署
管
内
本
年
初
（
県
内

２
件
目
）
の
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

運
転
者
は

・
前
方
注
視
等
安
全
確
認
の
徹
底

・
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の
励
行

・
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
上
向
き
ラ
イ
ト
の
活
用

歩
行
者
は

・
反
射
材
活
用
の
徹
底

・
横
断
時
の
安
全
確
認
の
徹
底

に
努
め
ま
し
ょ
う
！

発
生
日
時
：
令
和
７
年
１
月

日
（
月
）
午
前

時

分
こ
ろ

発
生
場
所
：
松
江
市
上
佐
陀
町
地
内

主
要
地
方
道

事
故
形
態
：
➊
軽
四
輪
乗
用
自
動
車×

➋
大
型
貨
物
自
動
車

（

歳
男
性
死
亡
）

（

歳
男
性
運
転
）

事
故
状
況
：
➊
が
主
要
地
方
道
松
江
鹿
島
美
保
関
線
を
鹿
島
町
方
面
へ

向
け
進
行
中
、
前
方
を
走
行
中
の
➋
へ
追
突
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